
          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区テーマ 

 

 

 

 

 

 

 

福井ガバナーエレクトの国際協議会へ出席 2016 年 1 月 17 日  関西国際空港 
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 第 2640 地区ジャパンナイト  

5 月 28 日（土）19：00～ ハヌソ(会賢店) 
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２月のＲＩ会長メッセージ 

 

ロータリーで旅をする 

 

R I 会長  ラビンドラン 

親愛なるロータリ

アンの皆さん、人生

において、かけがえ

のない経験というの

は、瞬く間に駆け抜

けて行ってしまうも

のです。それらは、

数日、数時間、数分、

あるいは、まばたき

をした瞬間に過ぎて

しまうのです。それ

らは、私たちの記憶の中で明るく照らし出

される経験であり、何年たっても輝き続け

ます。それらは、見えなかったことが突然

見えてくる瞬間であり、わからなかったこ

とが理解できるようになった瞬間であり、

思いもしなかった絆を築いた瞬間なのです。 

 

 私にとって、今年度がまさにその時です。

世界を回り、各国、各大陸を旅してきまし

た。今まで見たことのない土地を訪れ、故

郷に戻ると、見慣れた地元をロータリーと

いうメガネを通して新たな角度から見るこ

とができます。 

 

 ロータリーで旅行する時、私たちはいつ

もと違う視点や目的を持って出かけます。

自分が自分より大きな何かの一部であるこ

とに気づきます。電車や飛行機に乗って出

かける、あるいは、夜明け前の暗いうちに

家を後にし、見知らぬ土地を訪れたとして

も、そこにいるのは赤の他人ではありませ

ん。ロータリアンが出迎え、歓迎してくれ

ます。そこには活動するべきことがあり、

学ぶことがあり、教えることもあるかもし

れません。そして、絆が築かれ、友情が生

まれ、生涯残る思い出となるのです。 

 

 今年度、私は旅をしてきました。そして、

世界中のロータリアンに温かく迎えていた

だきました。今から数か月後の 5月 28 日～

6月 1日、皆さんにも私と同じ体験を味わっ

ていただきたいと願っています。ソウルで

開かれる第 107 回国際ロータリー年次大会

で、私に皆さんを歓迎させてください。 

 

 韓国には、「사람이 나면 서울로 보내라

（生まれたらソウルへ）」ということわざが

あります。ソウルは機会あふれる街。伝統

と先端技術が織り交ざり、ほかに類を見な

い文化を誇ります。しかし私が国際大会へ

の参加を勧めるのは、開催地の素晴らしさ

だけではなく、そこでロータリアンの仲間

たちとともに特別な経験ができるからです。 

 

 短い大会期間中に、私が経験したような、

ロータリーの多様性、温かさ、大きな可能

性を実感できると思います。初対面でもま

るで旧知の仲のようにあいさつを交わし、

話す言葉が異なっても考えを分かち合える

でしょう。ロータリーの業績を知って驚き、

さらなる活動意欲に駆られて会場を後にす

ることでしょう。 

 

 今年度が終わるまでに、私がしてきた経

験をぜひ皆さんにも経験していただきたい

と思います。家を離れ、飛行機に乗り、広

い心を持って新しい土地を訪ねると、そこ

ではロータリーが歓迎してくれます。私と

一緒に、ロータリアンの仲間たちと一緒に、

「韓国で世界とつながろう」。 

 

K. R. RAVINDRAN 

PRESIDENT,ROTARY 

INTERNATIONAL 



          

２月のガバナーメッセージ 

「平和と紛争予防/紛争解決月間」 

 

国際ロータリー第 2640 地区  

ガバナー 辻   秀 和 
 

ロータリアンの

皆さま、国際ロー

タリー第2640地区

大会が、この 2 月

27 日、28 日に和歌

山市にて開催され

ます。ロータリー

を学び、また絶好

の友情交換の場として、一人でも多くの

会員の皆さまのご参加を、心よりお待ち

しております。 

 

地区大会スローガンは『地区再生にむ

けて進もう』です。 

 

よく引用されますが、孔子の論語に「温

故知新」とあります。“ふるきを、たず

ねて新しきを知る”つまり、過去の出来

事を十二分に熟知して、そこから新しい

ものを見つけ出す。いま地区はその時な

のです。決して後戻りをしてはならない

のです。 

  

さて、今月は、「平和と紛争予防/紛争

解決月間」でもあります。 

 

私は、地区ガバナーとして公式訪問の

際、いつもクラブ会員の皆様にご理解と

ご協力をお願いしております。 

それは、ロータリー平和センターがあ

ります。奉仕の精神に満ち溢れ、しかも

情熱あふれる新世代の若者たちを発掘

して、当地区からロータリー財団へ推薦

し、ロータリー平和フェローを誕生させ

るということです。 

私たちが、平和のために今すぐにでも

できること、それは平和フェロー候補者

を推薦して、親善と文化理解を促進する。

これは地区内クラブに多くメリットを

もたらせます。候補者の募集と推薦を通

じて、意欲ある若者との信頼関係を築き、

「平和に貢献できる若きリーダーの育

成」というロータリーの使命を促進でき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 



          

次年度テーマは 

「人類に奉仕するロータリー」 

ＲＩ会長エレクト  ジョン F ジャーム 

 

米国サンディ

エゴで開催され

たロータリー国

際協議会で、1 月

18 日、ジョン F 

ジャーム会長エ

レクト（米国テネ

シー州、チャガヌ

ーガ・ロータリー

クラブ所属）が講演し、次年度のテーマ「人

類に奉仕するロータリー」を発表しました。 

 

ロータリー創始者ポール・ハリスが「人生

の最大の目的は人類に奉仕すること」と信じ

ていたことに触れ、ロータリーの一員である

ことはそのための「大きな機会」だとジャー

ム会長エレクトは述べます。「ロータリーを通

じて社会に貢献する大きな機会、人類へのロ

ータリー奉仕を通じてより良い世界を築く機

会なのです」 

 

発展途上地域におけるきれいな水の提供、

紛争地域での平和推進、基本的教育と識字率

向上を通じた人びとのエンパワメントなど、

世界中のロータリー会員はさまざまな奉仕活

動にあたっています。その中でも特に重要な

のがポリオの撲滅であると強調した会長エレ

クトは、ナイジェリアとアフリカ全土におけ

る野生型ポリオウイルスの感染抑止という昨

年の歴史的できごとにも触れました。ナイジ

ェリアがポリオ常在国リストから除外された

現在、常在国はアフガニスタンとパキスタン

のわずか 2 カ国。ポリオが撲滅されれば、人

類史上撲滅された病としては天然痘に続き 2

番目となります。 

 

 

「ロータリーは今、岐路に立っています。

来年度は、世界で最後のポリオ症例が報告さ

れる年となるかもしれません。そうなれば、

ロータリーの歴史において最も重要な年とな

ります」とジャーム氏。いずれポリオ撲滅が

実現したときについて、今から準備しておく

ことが極めて重要だと訴えます。「ポリオ撲滅

におけるロータリーの貢献を十分認識しても

らうにはどうしたらいいか。この成功を、そ

の後数十年にわたって、他団体との協力、会

員増強、より野心的な奉仕活動にどうつなげ

ていくか、ということです」 

 

さらに、出席したガバナーエレクトに向け、

ポリオ撲滅でロータリーが果たした役割につ

いてクラブと地域社会で情報を広げるよう呼

びかけました。「社会貢献をしたい人たちが、

ロータリー入会こそが世界を変える方法だと

考えるようにすること。そのためには、クラ

ブにその機会を提供する用意がなければなら

ないのです」 

 

ロータリーのイメージ向上だけが会員増強

の方法ではない、と会長エレクト。「ロータリ

ーがさらに前進するには、意欲と思いやりと

知恵にあふれた人たちがもっと必要です。若

い人たち、退職後間もない人たち、現役で仕

事している人たちが皆、ロータリーに入会し

て活動したいと感じるような、柔軟性のある

クラブが必要なのです」 



          

 

私の体験記 

ガバナー補佐 黒 川  眞 男 

 

私が会長を務めま

した時の事を述べさ

せていただきます。 

 

2008 年～2009 年度

は不況と円高で、多く

の有力企業が工場を

海外に進出させ輸出

は不振という状態の

時代でした。そこで活動方針として３つの

計画を立てました。 

 

① 毎週例会場前での親睦活動委員による

元気な声での挨拶。 

② 「ロータリーの綱領」の月初めの例会時

での全員での唱和。 

③ 「ロータリーの友」の活用 

です。 

 

①、これは深川純一パストガバナーの「ロ

ータリーの職業奉仕は不況期に強い哲学で

ある。クラブ例会における発想交換機能を

通じて皆が知恵を出し合い、アイデアを交

換して助け合った。その結果クラブが経営

相談所のような機能を果たすようになり、

この「発想の交換機能」によってロータリ

ーは1927年職業奉仕の概念が生まれました。 

 

これを実現するためには、会員相互に親

密になることが必要と思い１年を通じて例

会場前での親睦活動委員による元気な声で

の挨拶を実施し会員相互の親密化は進みま

したが、「発想の交換機能」は残念ながら有

効に発揮、機能されるには至りませんでし

たが、関心は持って戴けたと思っています。 

 

②、①を実現するためには、例会の重要

性と「ロータリーの綱領」を身に付けるの

が絶対条件と説かれていますので、１年を

通じて月初めの例会日に実施いたしました。 

 

③は「ロータリーの友」があまり読まれ

ていないという声が多かったので、 

ロータリーに造詣の深い会員さんに必要な

ところを、説明して頂き相当効果は有った

と思っています。 

  

以上ですが、ロータリー活動の成果は１

日にしてならず・・で浸透していくために

は日にちが掛る・・と考えておりますので、

焦らず１歩１歩着実に進めて実現させたい

と望んでいます。 

  

最後に小堀憲助先生の「ロータリーは 20

世紀社会の商人文化が作り上げた最も優れ

た思想である」「ロータリーだけは利潤追求

の心を文化の段階まで高めることに成功し

た20世紀のもっとも優れた実業倫理思考で

ある」と主張されておられます。この言葉

を紹介させて頂いて、終わらせていただき

ます。 

 

 



          

「皆さん メーキャップしてみませんか」 

ガバナー補佐 垂 井   一 

 
昨年２月１０日お

昼、滋賀県は大津ロー

タリークラブへメー

キャップに行って来

ました。私は、南海市

駅前の商店街のお世

話をしておりますの

で、大津の駅前商店街

を見学しました。また、

琵琶湖が綺麗でしたね。 

 

以下印象深かったことを書いてみます。 

・会員に〇〇君って呼んでいた。 

・誕生日の歌は唄わず、「ハッピーバースデ

ー」の曲を流し、手拍子をした。 

 （ロータリーソングは、「それでこそロー

タリー」を歌いました。） 

・新入会式では、拍手で歓迎し、新入会員

にカウンセラーを付けていた。 

・新入会員歓迎ということで、出席のほと

んどの会員がニコニコをしていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一昨年、女性が入った。料亭（着物姿）、

旅館（雄琴温泉）、税理士の３名。 

 

日本で最初のロータリークラブが東京ロ

ータリークラブ、当地区の古株であります

堺ロータリーは大阪ロータリー、和歌山ロ

ータリーは神戸ロータリーがスポンサーで

す。 

 

皆さん、メーキャップを楽しみませんか。 

私がいつもしていますのは、同じテーブ

ルの両隣の方と名刺交換をしてお話し致し

ます。親しい人が増えるのは楽しいことで

すよ。また、親睦や奉仕活動とか、自分の

クラブとの違いが良くわかって参考になり

ますしね。 

 特に昨年、橋本ロータリーさんにメーキ

ャップした時、驚いたことがありました。

例会の最初に皆さん立って行って握手をし

あうのです。粉河ロータリーさんもなさっ

ているそうですが、とてもいい習慣と思い

ました。 

 メーキャップは忙しいからしない方もい

らっしゃると思いますが、知らなかったこ

とを知るのは、面白いですね。 
 



          

地区活動報告 

クラブ社会奉仕委員長会議 

地区社会奉仕委員長 笹 島 良 雄 

 
地区社会奉仕委員会は、1月 23 日（土）に和

歌山市のルミエール華月殿で、「思いやりの心

を！涵養し行動を起こそう」をテーマにクラブ

社会奉仕委員長会議を開催しました。 

 当日は、辻ガバナーはじめ、ガバナー補佐、 

代表幹事ほか地区役員、地区社会奉仕委員、ロ

ーターアクター（高石ＲＣ）、各クラブの社会

奉仕委員長など多数の方が出席し、地区委員会

活動の現況及び活動報告、グループ討論会、そ

して発表など、活発に意見交換して盛り上がり

ました。 

 

開会にあたり、辻ガバナーは「新春より地区

本来のロータリーの第一歩と考えております。

決して、後戻りさせてはなりません。常に言動

は『四つのテスト』を念頭において行ってゆき

たいものです。私たちはロータリアンです。よ

り良き RI 第 2640 地区を実現するために、より

多くの会員皆さまのお力添えが必要となりま

す。クラブ社会奉仕委員会は、地域社会に向け

てそのニーズに応えるべく、多業種にわたる有

能な人材を駆使し、その多様性を十分に発揮し

て、社会奉仕活動に励んでおられます。その真

摯な姿勢は、常に地域社会に敬意の念をもって

受け入れられております。嬉しい限りです。地

区社会奉仕委員会委員長を要とし、社会奉仕活

動の輪をより大きく、広く発展することを確信

いたします」と挨拶しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

続いて、笹島委員長は「年

明け、そして、寒いこの時期

にクラブ社会奉仕委員長会議

を開催したにもかかわらず、

多数の方々の出席を賜り、本

当に感謝しています。ロータ

リーの社会奉仕は会員皆様の培われた奉仕の

精神をそれぞれの地域で、適確に具体化してい

くことにあります。社会奉仕活動は、しばしば、

地域におけるロータリーの評価となります。ま

た、効果ある事業は、共鳴者を呼び、会員増強

につながります。そして、会員相互の理解と親

睦の向上を生みます。私達、国際ロータリー第

2640 地区は、新春より、地区本来のロータリー

の第一歩として、皆様と相たずさえ、前進して

ゆきましょう」と述べました。 

会議では、現況報告、ロータリー100 年の森

林について、識字率向上運動について、また、

和歌山県福祉保健部健康局から「エイズ」撲滅

運動への協力御礼があったほか、グループ討論

会と発表が行われました。ローターアクトのご

参加ありがとうございました。 

 

 

 

 

 
新聞記事（ＲＣ100 年の森林） ローターアクター（高石ＲＣ） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

グループ討論の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

地区活動報告 

青少年交換委員会 広島研修 
 

地区青少年交換委員 米澤 清和 
 

青少年交換委員会は、1 月 24 日（日）

に広島研修を行いました。 

当日は、数十年ぶりの爆弾低気圧、厳寒

の中、長期受入留学生６人（アメリカ３名、

インドネシア１名、ドイツ１名、タイ１名）

と引率のロータリアン３名で、広島厳島神

社、原爆ドーム資料館に行って来ました。

風雪の中、海上に

立つ厳島神社殿、

大鳥居の幻想的な

姿を見て、古代よ

り自然と神を信仰

する日本人の心を感じてもらえたら、と思

いました。原爆ドーム資料館では、戦争の

悲惨な光景や原

爆の想像を絶す

る被害を目の当

たりにし、沈痛

な面持ちで見学

していました。それぞれ、各人が自国で学

んできた歴史観、戦争に対する見識とは異

なる日本の歴史を学ぶことが出来ました。

自分が留学している日本という国は、全世

界で唯一の原子爆弾の被爆国であること

をあらためて認識し、世界人類の平和、生

命の尊厳について再考する機会になれば

と思いました。また、今回の研修では６人

の留学生同士で日本での生活や日本語の

学習について、話し合う良い機会になりま

した。お互いに刺激を受けたようで、この

後、残りの留学生活にそれぞれ活かしても

らえたらと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



          

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



          

 

 

 

 

 

 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

                         

                         

                        

                        

                         

 

 

 

 

 

 

ひび きいちろう 

日比 紀一郎 様 

 

那智勝浦 RC 

２０１５年１２月１２日逝去 

 

在籍期間 2４年 

職業分類 私立病院 

表   彰 ポール・ハリス・フェロー 

       第１回米山功労者 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アクセス】 
原町北を直進し、本多町交差点を左折、 
一つ目信号（長野保育園）を右折すると左手す

ぐに駐車場がありますので、お車はそちらに停

めていただき、元の道に戻り直進、次の信号の

角の建物の２階が事務所です。（徒歩約 3 分） 
 
【最寄り駅】 
南海高野線 河内長野駅 

国際ロータリー第 2640 地区 ガバナー事務所 
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